
－子育て支援について、意見、困っていること 

 ・ 単なる待機解消は反対。待機がなくなれば近隣から流入して、待機を増やすという

くりかえしになる。小学校までみすえて対応すべきと考える。入園基準として、所得が

少ない方が有利となるのが不公平。公立の数倍の保育料を払っても効率ほどのサービス

はうけられない。例えば医者は所得が高いが、そのために入園できなかったら、社会の

損失になると考えられる。所得を入園基準と考えるのは反対である。（30 代女性） 

・孫が第二子を出産したが保育園に入れず職場復帰ができずにいる。生活が大変だと思

う。（80 代女性） 

・保育士の育成。ニートの仕事先として。（40 代男性） 

・保育園や稚園を作るよりも、母親が働かなくても良い、家事や子育てに専念できる経

済的な環境を作る方が大切なはずです。（60 代男性） 

・子供に対しての援助金を渡す方法は誤りである。将来を見すえて施設の増設を考える

べき。雇用も増えるし。（60 代男性） 

・給食費の無料化、教科書の無料化もすべき。保育が 1年ごとの契約だと先生がころこ

ろ変ってよくないのでは？ 安全がいきとどかない可能性あり。安心して預けられると

ころを増やすべき。幼稚園と保育園は別物なので、一つにするなら保育園と同じにして

ほしい。（30 代女性） 

・未熟な親によって虐待などが起っている。親の人間教育をすることで子供を育む環境

を作れるのではないか。（30 代男性） 

・今の人は甘えてますね。子供は自分で育てるものだと思います。何でも「国、国」と

おかしい。（80 代女性） 

・規制緩和による民間参入促進。（30 代男性） 

・孫 2人いますが、1人は待機中です。昔の子育てと変り、働く意欲のある女性が増加

している現在、日本の経済のためにも報九円の増設は必要だと思います。（60 代女性） 

・以前、幼稚園教諭と保育士でしたが、１，２，３ は必要ですが園によって子どもに

良い環境かどうか不安は大きいです。６ は職員負担が大きく安全面でも不安が残りま

す。公立の幼保が増えるのが一番です。（30 代女性） 

・保険料が高くてパート収入の３割に当たる。生活費のために働いているのに。（40 代

女性） 

・就業希望であるが、大気中で困っている人が多いことを耳にする。／（女 20）将来、

子どもを預けて働きたいと思っているので、安心して子どもを預けられる所が増えると

嬉しいな、と思います。（60 代男性） 

・制限をかけて優先度をつけているようだが、ウラから手をまわしたり（先行者との人

間関係）、脱法（一時離婚）などができる以上、絶対数を増やす以外ない。駅前などの

大規模開発者への協力を強要で行う以外ない（資本主義的に考えれば）（40 代男性） 

・孫娘は 3才、公立保育園。よく熱を出すが、熱を出すと３日位は休まねばならず、親



が休みを取りにくい時期には、家に来てもらって変えるまでの８～９時間くらい人だの

みになるので、つらいようである。ノロウィルスで何人かが欠席すると、その集団全員

が休まねばならないので、冷や汗ものである。（80 代女性） 

・仕事場に保育園から熱やけがの電話が来ても、早びきできる仕事環境ではない。同僚

も誰がクビになるかと不安で子育てママたち（病欠者）を、クビ候補 1 位にしたがる。

むかしは子供をおんぶして仕事してる人がいたのに、そばにいれない。（30 代女性） 

・「支援」というと「親が働くため」の理由と、「子育て不安のサポート」をするための

と、いっしょくたになっているが、別々に考えるべきではないか。親が利用できる制度

を一本化すると、人は具合のよいように利用する。もともと、別々にあるべき制度では

ないか。（50 代女性） 

・日本には殖産興業（でしたっけ？）のときと、子育てに対する国の意識が変ってない

と感じる。これだけ育てにくく、生きにくい社会、少子化は当然です。（20 代女性） 

・保育ばばの増員（50 代男性） 

（女 90）自分の子供は自分で守る。親はしっかりせよ。 

・とにかく生活資金が足りない。（30 代男性） 

・国の負担をできるだけ少なくする事が大切。自分の子どもを育てるために専念するか、

働いて得た賃金で子育てのサービス（有料で）を受けるか、どちらかしかないではない

か！（40 代女性） 

・正当な理由なく、自分達の貯金等の為に共稼ぎをしている。子供を育てる事が出来な

いのなら、生むな！ 金の為に子を産むのは、人間ではない！ あまりにもあまえて

る！（70 代） 

・保育士が子どもの世話を十分できるくらい増員しても良いと思う。目が行き届いてい

るか不安である。（20 代女性） 

・子育ての年数は決まっています。少子化の時代、新に作るより、今までのものを活か

した方が良い。高齢者の問題の方が大きいと思う。（40 代女性） 

・夫の収入だけで暮せない？ つらい世の中？ 母親は子育てよりも仕事がしたいの

か？ ちゃんとした親が自分の子を育てる。それが本当は良い。古いでしょうか？ 親

教育が必要なのでは？（70 代女性） 

・財源のない子供手当は一考を要す。優先順位があるのでは。安心して入れる保育施設

増設が、優先されるべきと思う。（70 代男性） 

・数十件問い合わせたが認証もどこも、十数人待機していて仕事復帰目途たたない。保

育園や幼稚園の多い地域に増設し、少なくて困っている厳しい地域に作らないのはなぜ

か。（30 代女性） 

・子育て支援（医療費無料化など）そんなに必要ですか？（30 代女性） 

・子供手当などにお金を出さずに年金の方、又、医療費の方にまわしてほしい。（70 代

女性） 



・大切な子どもを預けるのに、4月入園以外は預け先を選べない現状はおかしいと思う。

とにかく働かなければ生活できないので、すがる思いで預け先を探すが、預かってもら

えるなら何処でもと、探す自分に非常に矛盾を感じるし、悔しい。女性が仕事を続ける

為には０才児の 4月入園に合わせて出産しなければならないのでしょうか。おうち保育

園のように、区内であまっている部屋がたくさんあると思うので、活用してほしい。(30

代女性) 

・認可保育園の数が少ない点。(30 代男性) 

・今の若い母親は、子育てについて甘えている。母親として自覚が足りない。私達の頃

は、洗濯機も冷暖房もなく食事はちゃんと作って食べさせていた。親の背中を見て子供

は育つ。コミュニケーションを良くとり、愛情もって育てよと思う。元気な年寄に助け

て貰う事もいいと思う。(70 代女性) 

・「認可」って、本当に必要な仕組みなのかギモン。(40 代男性) 

・品川区は、入園できる環境に力を入れているのは分かるが、保育の質は最低レベルだ

と思う。ただ枠をひろげるだけでいいのか。肝心の子供の育ちは、おきざりになってい

るように思う。(30 代女性) 

・都会の生活では、殆どの家庭が共稼ぎが普通です。家賃が圧倒的に高いからです。付

随して光熱費も高く、どんなに気を付けても生活費が高くなります。余程信念を持たな

いと流されてしまいます。生活費がかかるから働きたいのは、自然の成り行きです。子

供も生めないでしょう。(80 女性) 

・認可外保育所も、保育料を下げられるといい。(40 代女性) 

・世帯収入の高い家の保育料を上げて、費用負担間を平等にしてほしい。(30 代女性) 

・建設しなくとも、幼稚園と保育園を一元化を、早くすべきだと思う。(30 代男性) 

・私の条件では、なかなか認可園には入れない。認証でも、補助が出るようにはなった

が、子どもの育ちの場としての認可園を増やしてほしい。(40 代女性) 

・賃借住宅がほしい。(70 代男性) 

・何度も云うが、現金支給はやめよ。どうせ親の飲食代に化ける。物品支給にして、給

食費や修学旅行や教科書品や、他の消耗品の無料配布の方が、子供支援に成る。(60 代

男性) 

・私の娘は共働きです。孫が熱があるとどちらかが休みを取ります。保育施設でのある

程度までの面倒が見られるように、若い夫婦が積極的に働ける様な施設の拡充をお願い

します。(60 代男性) 

・雇用改善、就労率向上のためのスペースの増設、保育ママの増員を行うべきだ。(70

代男性) 

・母親の勤務時間の短縮がまず第一である。保育園での長時間保育は“子どもの育ち”

を、長期的に見るといろいろな弊害がでて来ると考えるからです。お金で保育内容に差

がでるのは絶対に止めてほしい。 



・支援が不十分と感じるため、たくさんの子供が欲しいが、養育費が心配で２人くらい

しか生めなそう。特に大学までの学費を低額にしてほしい。（20 代女性） 

・男性の育児は孤独です。ママ達の輪に入れません。従って、様々な情報も得にくいで

す。（50 代男性） 

・若人に希望がもてる品川に。仕事。住居。生活。（60 代女性） 

・保育園、幼稚園の特色などのマップがあればいいなと思ったことがあります。口コミ

では嘘もあるので。（20 代女性） 

・子育てをしている方（女性が多いでしょうが）が、育休などを取得できる状況にはな

っているが、安心して預けられる、かつ、延長が難しいことが多い。また預けたいタイ

ミングで預けられる場所が少ないようで、育休後の職場復帰が思うようにいっていない

方が多い、と感じています。（40 代女性） 

・長女が幼児２名かかえています。私達は市の保育園無事入所の予定ですが近所の知人

で共働きですが入所できないことを思うと上記の①か職場(会社)に保育園あると助か

ります。(70 代女性) 

 母の介護をしているものですが特養をつくるのは結構ですが大事な母親を入所させる

にはそのケア―の質にためらいを感じてしまいます。在宅介護歴６年余、月１～２回シ

ョートステイ、老健、ミドルステイ利用しています。（60 代女性） 

・児童手当３歳未満だけ増設なのは不公平である。小学生は塾代がかかる。（30 代女性） 

・学校教員の指導力低下。公立小中への不満、不安の増加に伴う小中受験者の増加、そ

れに伴い塾へ通う子供が増え塾へ行っていない子との学力の差が広がりつつあること。

公立小であるのに受験者が多いため宿題を控える等のかたよった学校の指導に疑問を

感じる。（40 代女性） 

・自分の子供は家庭で責任持って育て教育する事に重点を置くべき。その事にお金を使

って欲しい。（保育園に預けて転を求めるのでなく自分の手で育てていく大勢になれば

いいなぁーと思います。）（60 代女性） 

・子供手当ハイシ（60 代男性） 

・まずは受け皿の拡大。子供への支援だけでなく母親を育てる取り組みを。気軽に相談

できる場所を、あるいは支援が必要な保護者対策にも。幼、保と小学校の連携も必要。

（30 代女性） 

・日頃児童センターで大変お世話になっています。自分も子どもも元気な時は現状の支

援で良いと思うのですが、子どもが風邪をひいた時、自分も風邪をうつされて育児が更

に大変になるのに在宅で育児している子どもに対する病児の支援が少なく感じます。ま

た、オアシスは良いサービスと思いますが０才児は常に予約がうまっていて利用したく

ても利用できません。定員数が増えればいいのになぁと思います。（30 代女性） 

・対象者だった頃は卵が先かにわとりが先かの議論で預けねば働きに行けないのに何か

の時暇で働いている人が優先だったが…（60 代女性） 



・誰の子供ですか。自分の達の子供でしょう。他人をたよらず自分達で育てるが良い。

犬猫でも子供が小さい内は自で育てるが良い。育てられなければ産まなければ良い。何

でも国、都、区。に（おんぶ）に（だっこ）。其んな子供は大人に成っても皆お上をた

よりにする自分から働こうとはしない様な人間が多さん出来る。出来の悪いのは皆他人

のセイにする。其んな子がふえる。（80 代女性） 

・子どもが放課後すごせる施設の充実（４0代男性） 

・親の責任のはんいが充分ある（80 代男性）・我々の時代は支援などなかった。子供を

生むのは賛成だが手当を出す必要はないと思う。高齢者にもっとたいぐうをよくしてほ

しい（60 代女性） 

・若い人が希望の持てる政治を望む（60 代男性） 

・子ども手当のようなバラまきは反対。子育て支援なら個人に配るのではなく、給食や

教科書を無料にする様なやり方に変えるべき。（40 代女性） 

・保育園に入れない為、働きたくても働けない。（20 代女性） 

・子供支援手当反対（60 代女性） 

・子供手当（現金）より待機児ゼロが求められていると思います。片親だけ仕事してい

て充分生活できる家庭にまで年間何十万円も支給するのはナンセンスですし、まわりを

見ていても子どもの為に手当を使っている家庭はたいしてないです。ご主人が全部呑ん

でしまったという話もよく聞きます（40 代女性） 

・年度途中で認可保育園の空きがない。年２回募集などで分けてほしい。（子供が早生

まれのため 0 歳児入園が不可能なため）（30 代女性） 

・2歳までの認証に入っているが 5 歳までの延長保育の認可に入れない（30 代男性） 

・我が家には待機中で保育園が決まらないので先月もやっと内定しても入社できません

でした。今の職場でも勤務を減らしてもらっています。本当に困っています。（30 代女

性） 

・増設が難しい。財政難が理由だが既存の保育園の定員を増やすことで解決しようとす

る案もあるが子どもの立場に立ち、人数をただ増やせば言いという考えは絶対許さない

で欲しい。（50 代女性） 

・私は三人姉妹で三人とも結婚後仕事を続ける事が出来ました。（定年まで）母親の協

力がとても大きな力になっています。家族の協力が大切だと思います。（6０代女性） 

・とうぜん無料にすべきである。しんけんに取扱うべきだ。共産党がんばれ外に負ける

な、力に思ぶで（8０代男性） 

・少子化の推移を十分に勘案して施策を立案し、効率の良い政策を建てるべきである（７

０代男性） 

・要望．働くお母さんの為にもう少し預り時間の延長が欲しい（70 代男性） 

・親にとって子育ては喜び、生きがい～は人として当然（自然）子殺し、親殺し等、昔

も在った人間の営み。社会人として自らの病栄を（？）見極めたい（50 代男性） 



・子育てとは直接関係ないですが民主党の子供手当、高校無料等はやめて欲しい（60

代男性） 

・2 人の子供を保育園に預けています。とても感謝しています。でも 8人のクラスに 10

人新しく入園してきて子供や先生はとまどうと思います。事故や子供にシワよせがいか

ないか不安です。（30 代女性） 

・これからはロボットの時代。あまり人口を増やす政策は感心しません。ロボットと人

間との融和を考えてください。（90 代以上女性） 

・仕事の終了が遅い時間なので仕事に復帰しても結局すぐ辞めなくてはいけなくなりそ

う→夜間の保育 

     ↓→そもそも昼の仕事に転職→子持ちで転職は厳しそう(30 代女性) 

・安心して共働きできる環境がほしい（30 代男性） 

・子どもの医療費無料はいいのだが、無駄な薬剤処方などあると思う。出産一時金を全

額無料にしてほしい（30 代女性） 

・良い子育が見つかったら増やして行事。賢い奥さんは多く！！（70 代女性） 

・定年退職組の子育ての終わった人たちと保育士が共同で支援できるように、相乗行為

化を持たせるよう若い母親(父親)達は先陣の意見を聞きいれるよう、柔軟な心構えを持

って、節度、礼儀、品格ある子育てを目指すべきだ（三つ子の魂 100 まで、すずめ踊り

百まで忘れず）（60 代女性） 

・我が家は生後一ヶ月と一歳七ヶ月の２人の娘がいる。国の子供手当の上乗せ分を特に

三歳未満は区が面倒を見てほしい（40 代男性） 

・子育ての為の政策にもっと力を注いでほしい（70 代男性） 

・前職で、健康保険組合（単一）に勤めていましたが、そこの職員まで育休切りにあっ

ていました。会社の業績の悪化という事情はあるにせよ、切りやすい所、本人も諦めや

すい所から切って行くというのは疑問。優秀な社員が育休を取れないような社会はおか

しいと思う（20 代女性） 

・周りに待機児童を抱えたまま友だちがいて、働けない→お金がない→預けられないと

悪循環になっているので、解消してあげてほしい（20 代女性） 

・夫の長時間労働に一番困っている。自分の親・兄弟、夫の親・兄弟が誰も関東にいな

いので頼れるのは夫だけなのに、夫の帰りは毎日遅い。周りに同じ悩みをかかえた人は

数多い。お金も大切だが、一番ほしいのは助けてくれたり、話を聞いてくれたりする人

だと思う。（30 代女性） 

・（４．既存の保育園の定員を増やす）絶対反対！詰め込み保育は保育士も子どもも疲

れ心身ともに悪影響がある。子どもの保育だけでなく、親も育てるという役目を保育士

は担っている。時には親にアドバイスをしたり相談に乗ったり・・・親に意見を言える、

という点でも公立保育園は絶対必要！！親の望むサービス提供だけしていては子育て

の援助にはならない。（40 代女性） 



・核家族を優先して入園させてほしい。祖父母が同居や近所に居るのに、入れるのはお

かしい。自営業の人が入園手続きでごまかして書類を記入して、入れている人が多いと

聞いた。審査が甘い。本当に必要な人に入れるようにしてほしい。途中で調査もしてほ

しい。不正はやめてほしい。（30 代女性） 

・保育園をもっともっと増やすべきだと思う。今では、核家族が多くなり子供が生まれ

て増えると母親だけに精神的負担または体力的負担が多くなり、育児ノイローゼや虐待

が増えるのだと思う。そのためには保育園をふやし、働いている人だけでなく、育児に

いきづまった人など、働いていなくても入園させたいという人達も入れるようにするべ

きだと思う。保育園に通わせている親の中には、子供との距離や少しでも離れている時

間を作りたいという理由だけで働きに出ている人が意外と多いのです。また、そうやっ

て少しの時間でも親子で離れる時間を持つ事が親子で心に新鮮な気持ちや愛情や心の

余裕が出てきます。また保育園に通うことでわが子を理解してくれ、又育児のよき相談

相手に、保育園の先生がとても力強い支えとなってくれます。また子ども自身も物心つ

く前より集団生活することにより、自立も早くコミュニケーション能力も自然とついて

きます。こうすると「育児放棄に繋がるのでは・・・」と考える人もいますが、育児放

棄は育児疲れから来る精神的ストレスから来るものなので、保育園に預けて少しでもは

なれることで改善されたり防げるので、そんなことは無いと思う。また、私の友人は子

供を保育園に預けて仕事をしていたものの、職場の理解が無く、やむなく退職。その後

仕事を探すも子持ちということで仕事が見つからず、保育園を退園させられ、その直後

に条件の良い仕事の話が舞い込んできたものの、すでに保育園に入園できなくなり、そ

の仕事も諦めなければならなくなったそうです。（30 代女性） 

・現在待機児となっており、子育て支援は充実していても子供の割には保育施設が少な

いと感じる（働く女性が多くなっているのも関わらず）（30 代男性） 

・これから子どもをつくりたいと思っています。働きながら子育てしていこうと思って

いるので、預ける施設は大切。（30 代女性） 

・子供手当、即時廃止。施設作るべき。行政の一本化（60 代男性） 

・少子化になるのだから箱物より空いている施設を利用。職員、ボランティアの待遇改

善（60 代男性） 

・ルンビニ幼稚園が休園する予定という。子供のときの宗教教育は殺人を思いとどまら

せる効果がある。出来れば雇われ園長先生を派遣して継続させてあげてほしい（40 代

男性） 

・現金支給の支援より保育園の増設、又、病児保育の完備が無ければ母親は安心して、

安定して仕事が続けられません（60 女性） 

・二歳児がいます。４月入所申し込み時点では１歳児クラスで時短取得していた為認可

園には入れず、１１月に時短を切り上げ、完全にフルタイムで工事をしていますが、結

局認可外園のままです。荏原７丁目在住で、近くには清水台保育園しかないのに、何の



優遇もありません。中延地域は拡充が重なっていますが区境に住んでいる住民には配慮

されないのが不公平と思います。認可外園も武蔵小山まで通園していて、悪天候などは

疲労困憊です。上の子はすまいるに行かせていますが、認可園の標準時間が１８：３０

までなのに、すまいるは１８：００までなので、途中で待ち合わせて帰宅していますが、

不審者情報も多いので夕方路上で待たせるのも心配です。せめて１８：３０まで時間を

延ばしてほしいです。区長への手紙も出しましたが、すまいるは親の就業は関係ないか

ら、との回答で納得できる回答は得られませんでした。（30 代女性） 

・虐待対策をしてほしい（60 代女性） 

・子育て以前の問題。不妊治療に対する支援が少なすぎる。毎月３０万近い費用がかか

っている。少子化対策は保育だけではなく、不妊治療も考えてほしい（４０代男性） 

・子供は３才まで家庭で育てるのが理想です。そのために、子育てに関わる父、母の休

職（３才まで）を民間でも認めていく。復職後の職場復帰と、会社側へは法人税などで

対応。税の使途の再考をお願いしたいです（私は分からないので父母に聞きました。）

（20 代女性） 

・子供は親がいるのでお互い困っているときはママ友で考えると子供は子供同士で成長

できます。もっと自分自身を持って、足りない所は皆で話し合っていく（７０代男性） 

・幼稚園なども不足していると聞いたことがあったので、認可されている施設が増えた

らよいのではないかと思った。（20 代男性） 

・幼稚園にはいる為のプレ保育の低年齢化。プレに入っていないと入園できずプレッシ

ャーになります。（20 代女性） 

・人の目の届く、保育をする従事者を増員し、生活を支援する為に税金を使うべきです。

（60 代男性） 

・現状の年金制度が続く限り子供は宝。官僚の天下り先を作る暇・金があるのなら子供

のための施設、環境を充実させる為の時間・金を作ってほしい（50 代男性） 

・好きで子供を作ったひとに対して、どうしてそこまで援助しなければならないのか、

納得できない。将来ささえてもらう為というが、本当に支え手になるのか。国家奉仕を

義務付けるのならまだ分かるが、ただただ援助だけをしなければならないのか。（40 代

男性） 

・どうして母親ばかりが大変なの？父親も保護者会で我がこの現状を知ってほしい。宿

題を見るのも、先生から注意されるのも、歯医者で仕上げ磨きをしろといわれるのも、

母親ばかり。核家族で負担は母のみ。習い事連れて行くのも母親。何もしない父親（主

人）には腹が立つ。（40 代女性） 

・子供の送迎など、会社フルタイム勤務ではむずかしいです。短時間勤務促進や、子供

預かり時間延長、無料などの支援がほしいです（30 代女性） 

・実家の母は「こんなに長く生きていられることが分かっていたら、親のない子を 1人

か 2人引き取って育ててあげたのに・・・」といっています。こんなタイプの老婦人を



ボランティアで 1日数時間、保育園に来てもらうなんて制度は如何？（70 代男性） 

・不妊にも力をもっと入れてほしいです。（30 代女性） 

・待機児解消にために増設や定員を増やすのは良いが、保育が手薄にならないか心配で

ある。また、保育士への負担はどうなのか？保育士をたくさん採用すればよいが、知識

と礼儀・常識ある方をとっていただきたいと思う。知り合いの保育士は夜遅くまで仕事

をしている。公務員なのにどうなのか？もっと現実を見て、みんながより良い環境で利

用できたり、働けたりできるように考えて欲しい。（20 代女性） 

・子どもが４歳になるまで母親は家で子育てができるような負担を、父親に給与を出し

てやってほしい。国が会社へ保育費を負担でやってほしい（60 女性） 

・乳児を預けることができないために、会社に復帰できない方が増加し、家計をも圧迫

していると聞いています。様々な視点で根本からの解決が必要になっていると思います

（20 代女性） 

・ただでさえ、教育予算が少ない国であるのに、子ども手当に１～２万円支給するくら

いで「バラまき」との批判が出る社会はおかしい（３０代男性） 

・文部省・厚生省の争い、保育園・幼稚園の争いが、子供を外において権限争いをして

いる（70 代男性） 

・職場復帰の時期に預けられないと聞きます。（希望の時期に）一歳児がもっとも多い

ようなので定員を増やすなど、入れないから仕事に影響が出ることは避けたいです（30

代女性） 

・高齢者の福祉も良いけど、学校給食費の無料化にしてはいかが（60 代女性） 

・①子への年金（１,２０００円）は保育園の増設に回す。②給食費払わぬものは給食

中止（90 代女性） 

・子育て支援金を払うよりは子ども達を安全に預けられる方法のためにお金を使うべき

だと思います（50 代男性） 

・何の為に導入するかを知らないため判断が出来ない（20 代男性） 

・選択できるのは良いこと（70 代男性） 

・巨大なマンションに大金をつぎ込むのなら、その金で認可保育園をどんどん作れ（80

代男性） 

・子供が成人になっているので、現状のことは良くわからない（70 代） 

・女性が安心して働けるように（50 代男女） 

・発熱や感染症のときにすぐに預ってくれる医療機関が欲しい。休日正月勤務のとき、

保育園は区内３園のみ預るが、手続きが午後六時までで、荷物も多く連れて行くのが大

変だった。バスなど巡回できないか？トワイライトステイなど荏原の施設は一部屋が狭

く、そこに０～小学生を押し込めて見ている実態におどろいた。子供の権利を大切にし

て欲しい。とても子供がかわいそうで利用できない。（40 代女性） 

・児童手当を現金で支給するのは反対。保育園料の無料化、学費の無料化などにすべき



（60 代女性） 

・認可基準を下げる。（保育園の質の向上、幼稚園の質の向上）良い所とそうでない所

との差がある！（50 代女性） 

・親の体調不良時など一時的に受けられるサービスがあると助かる。急なときはベビー

シッターに頼らざるを得ないが、金銭的にきびしく、極力我慢している。（20 代女性） 

・正社員ばかり優遇されるのではなく、片親や両親が揃っていても、頼れる人が近くに

いない世帯を優遇して欲しい。（30 代女性） 

・保育所、幼稚園などと分けないで全部預り、昼食夕食までその為の仕事が増えてくる

（労働場所）も人も必要になる。男女別なく一人親も助かるし、親は子供を生むのに負

担がなくなると思う。貴方で子供手当くらいで子供を作るのかね。それを知りたいです

（70 代男性） 

・将来、国を背負う子供達にはベストな環境と教育が必要です。それを担う大人たちに

も明るい政治が必要だと思います（80 代女性） 

・幼保一体について・・・保育園に入れず働けないで子育てしても保育園から上がって

くる子が多い為幼稚園もままならずの場合がある。若い人たちが働きやすいように保育

園を増やして欲しい（60 代女性） 

・子供手当のような、短期かつ負担を強いる方法は行わないで欲しい（20 代男性） 

・入園する規準が厳しすぎる。誰でも受け入れるようにするべきだ。専業主婦でも子ど

もを預けたいと思う人に対しても窓口を広くするべき。それだけの費用を分担してもら

えばよいのだから、そしてボランティアでも勉強でも資格を取ることでも、女性が子ど

もを産んでも自己を高め国際的に活躍出来るよう援助すべき。子供がいては重いなどと

いう社会を作っては困る（60 代女性） 

・子供が現在、区立幼稚園に通っていますが、両親が共働きでないと延長保育が利用で

きない事に不満を感じています。現在近所の方のご縁で地域のボランティア活動に積極

的に参加しているのですが、活動時間が長引くと幼稚園のお迎えに間に合わなくなるこ

ともしばしば。また体調が悪く病院に行きたくても予約ナシだと待ち時間が長い為に診

察を受ける前に幼稚園のお迎えの時間になってしまうことも多々あります。働いていな

くても特別な理由があれば延長保育を利用出来る様なシステムをぜひ区立幼稚園にで

も取り入れていただきたいです（30 代女性） 

・子ども手当として現物支給をやめて施設の増設をするべき（70 代女性） 

・ゆとり教育がまだ残っているようで不安。世界的に見ても日本の学力が落ちているよ

うで不安。（30 代男性） 

・子どもはほしいと思ってるが、出産後も仕事できるか不安（30 代女性） 

・区は大規模な再開発をするだけではなく、保育園の増設をすべき。（50 代女性） 

・保育園に入れて欲しい（20 代男性） 

・次男は３年間待機児童です。遠くの認証保育園に入るのにも２年かかりました。なん



とかしてほしいです。私立の認可保育園が出来たようですが、本来区がやるべきことだ

と思います。別紙の要望書を区役所に提出しました（50 代男性） 

・他人のことを思う暇はない（50 代男性） 

・手厚い保護が人々を増やす温床である。（50 代男性） 

・民間の力と行政の金銭的な支援が必要。有償ボランティアの保育ママや保育高齢者を

増やす。老人も積極的に関わってもらう（20 代男性） 

・なかなか保育園に入れず困っている人が多いことを知った、働きたくても働けない少

子化というが、そうせざるをえない世の中だ、もっと安心して子供が育てられる環境を

つくる事が先だと思います（50 代女性） 

・日頃、児童センターで大変おせはになっています。自分も子どもも元気な時は現状の

支援で良いと思うのですが、子どもが風邪をひいた時、自分も風邪をうつされて育児が

更に大変になるのに、在宅で育児している子どもに対する、病児の支援が少なく感じま

す。また、オアシスは良いサービスと思いますが、０才児は常に予約がうまっていて、

利用したくても利用できません。定員数が増えればいいのになぁと思います。（30 才代

女性） 

 

 


